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お
城
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
雪
灯
籠

キ
ャ
ン
ド
ル
に
分
火
す
る

儀
式
は
真
剣
に
⋮
⋮

ろうそくの淡い光に照らし出された幻想的な風景。雪灯籠
は、冬の風物詩として田子町でも各地で行われています。

園児と保護者が力を合わせて制作した雪灯籠

女神に扮した園児の手に、やさしいキャンドルの明かりがともる

雪景色に浮かぶ幻想的な明かり

田
子
幼
稚
園 

雪
灯
籠
ま
つ
り



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

平
成
23
年
田
子
町
成
人
式

今
年
の
対
象
者
は
88
人
で
、
う
ち
79
人
が
出
席
し
、
式

典
や
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
代
を
担

う
新
成
人
の
門
出
を
、
多
く
の
方
々
が
祝
福
し
ま
し
た
。実行委員手作りの記念パーティーでゲームを楽しむ新成人

新成人の決意を胸に、出席者全員での記念写真

ジュース早飲み競争。飲みっぷりは一人前？ 記念撮影には、多くの保護者もカメラマンに 式典の様子。真剣です



　
3 今月の話題

新成人メッセージ
（一部掲載につきご了承ください）

○これまで育ててくれた両親と、支えてく
れた人々に感謝の気持ちを忘れずに、将来
薬剤師として人の役に立つことで恩返しし
たいと思います。	 【山田千里】

○「無関心は人を殺す」演技指導の先生の
お言葉です。この言葉を胸に秘め、夢に向
かって前進します。	 【鈴木克也】

○みんなから頼られる看護師になります !!
「夢は叶えるものじゃない、叶うものだ」
	 【今井優美】

○整備士を目指して頑張ります。
where	there	is	a	will,there	is	away.（意志が
あるところに道はひらける）	 【前田大樹】

○企業を育てる財務になって帰ってきます。
	 【簗田千尋】

○自分の夢である原型師になること。
	 【立本駿貴】

○立派な看護師になります。	 【三田彩乃】

○公務員試験合格を目指す!!	 【舛田宏樹】

○家事、仕事を両立できる看護師になる。
	 【尾形由貴】

○もうすぐ短大生活が終わり、社会人とし
て見られるので、気を引き締めていこうと
思います。これからも様々なことを経験し、
成長していこうと思います。いつか田子町
の役に立てるように頑張っていきます。
	 【沢口美香】

○「痛定思痛」育ててくれた田子町に感謝
し、これからも精進したいと思います。
	 【欠端真里】

○必ず田子町に帰ってきて、放射線技師と
して活躍してみせる!!	 【山崎広貴】

○ただいま作業療法士を目指し、頑張って
います。国家試験に合格し、早く一人前に
なりたいです。	 【船場彩乃】

○今は寿司、将来は河豚、私は生涯「料理
人」。	 【鹿島将佑】

受付が終わり、久しぶりの再会を喜ぶ

町民憲章をリードする前田裕介さんと山市いつみさん

式典で国歌を斉唱する新成人

乾杯 !!　思わず笑みがこぼれます



4

新
春
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン

町
長
と
語
る

　

１
月
12
日
、
町
内
の
Ｖ
ｉ

Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
が
、
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
を
町
長
に
聞
い
て

も
ら
お
う
と
、
新
春
町
長
と
語

る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
山
本
わ
か
さ
ん
は
、

「
仲
間
が
６
人
に
な
り
、
に
ん

に
く
で
言
え
ば
６
片
種
力
強
い

限
り
で
す
。
組
織
あ
り
き
か
ら

行
動
あ
り
き
へ
『
愛
・
ラ
ブ
・

田
子
町
』
を
テ
ー
マ
に
少
し
で

も
進
歩
・
進
化
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

松
橋
良
則
町
長
は
、

「
女
性
が
元
気
に
な
れ

ば
町
が
活
気
づ
く
。

ま
す
ま
す
元
気
で
、

地
域
活
性
化
の
た
め

に
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

語
る
会
で
は
、
に

ん
に
く
の
振
興
や
イ

ベ
ン
ト
の
活
性
化
、

お
も
て
な
し
の
心
に

つ
い
て
話
が
弾
み
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア
や

思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

トピックス

の
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し
ま
し

た
。

　

北
村
会
長
は
、「
貴
重
な
お

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切

に
し
、
車
い
す
な
ど
の
費
用
に

充
て
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感

謝
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
町
民
大
会

　

１
月
30
日
、
平
成
22
年
度
田

子
町
生
涯
学
習
町
民
大
会
・
田

子
町
連
合
父
母
と
教
師
の
会
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
の
奥
村
幸
治
さ
ん

を
講
師
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

警
察
協
力
者
感
謝
状

　

１
月
19
日
、
平
成
22
年
警
察

協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
優

良
警
察
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

田
子
町
か
ら
は
警
察
協
力
者

と
し
て
、
交
通
安
全
活
動
に
功

労
し
た
「
上
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

交
通
安
全
母
の
会
」
と
「
田
子

小
学
校
交
通
安
全
母
の
会
」、

万
引
き
防
止
活
動
に
功
労
し
た

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
た
っ
こ
」

の
３
団
体
と
、
長
き
に
わ
た
り

朝
の
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
教

室
な
ど
交
通
安
全
活
動
に
功
労

し
た
元
三
戸
地
区
防
犯
指
導
隊

田
子
支
隊
隊
員
の
中
沢
誠
さ

ん
、
現
在
田
子
支
隊
隊
長
の
萩

原
則
好
さ
ん
、
防
犯
活
動
に
功

労
し
た
田
子
町
防
犯
協
会
会
長

の
宮
村
純
吉
さ
ん
の
３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
と
寄
付

　

１
月
23
日
に
１
０
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
中
山
善
作
さ
ん

（
新
田
地
区
）
が
、
同
27
日
社

会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
町
か

ら
贈
ら
れ
た
敬
老
祝
い
金
の
一

部
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
こ
の
日
、
三
女

の
敬
子
さ
ん
と
四
女
の
和
子
さ

ん
、
夫
の
菊
地
正
さ
ん
と
と
も

に
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問

し
、
25
日
に
町
か
ら
贈
ら
れ
た

１
０
１
歳
の
敬
老
祝
い
金
の
一

部
を
北
村
護
会
長
に
、「
町
に

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
少
し
で

も
恩
返
し
し
た
か
っ
た
。
地
域

左から滝川啓子さん、中村君子さん、市村文子さん、
梅内勝子さん、宇藤安貴子さん、山本わかさん

表彰を受ける上郷小学校ＰＴＡ交通安全母の会

会には県、町担当者も出席

寄付金を北村会長に手渡す中山さん

ト
ピ
ッ
ク
ス

講演する奥村幸治さん
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俊
貴
▽
４
位　

櫻
川
太
一
▽
５

位　

加
藤
享
一
▽
６
位　

中
村

信
陽

県
高
文
連
特
別
賞
に
田
子

高
校
郷
土
芸
能
部

　

２
月
８
日
、
青
森
県
高
等
学

校
文
化
連
盟（
高
木
幸
路
会
長
）

に
よ
る
、
２
０
１
０
年
度
県
高

文
連
「
特
別
賞
」
の
授
賞
式
が

行
わ
れ
、
田
子
高
等
学
校
郷
土

芸
能
部
や
、
立
田
健
人
さ
ん

（
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
等

学
校
）
ら
１
団
体
５
個
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
で
最
高
位
の
賞
を
受
け
た

個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
は
、
２

トピックス

小
）▽
６
位　

上
平
有
紗（
上

郷
小
）

●
小
学
校
女
子
の
部
（
６
年
生
）

▽
１
位　

冨
樫
千
春（
上
郷
小
）

▽
２
位　

幅
野
真
子（
田
子
小
）

▽
３
位　

山
崎
美
咲（
上
郷
小
）

▽
４
位　

富
倉
美
紗（
清
水
頭

小
）▽
５
位　

尾
形
シ
ェ
ラ（
清

水
頭
小
）▽
６
位　

上
村
柊（
上

郷
小
）

●
小
学
校
男
子
の
部
（
４
年
生

以
下
）　

▽
１
位　

白
沢
憲
吾

（
田
子
小
４
）▽
２
位　

梅
内
充

（
上
郷
小
４
）▽
３
位　

山
市
敦

也（
清
水
頭
小
３
）
▽
４
位　

荒
木
田
伊
佐
央
（
上
郷
小
４
）

▽
５
位　

山
沢
歩（
田
子
小
１
）

▽
６
位　

櫻
場
悠
斗
（
清
水
頭

小
３
）

●
小
学
校
男
子
の
部
（
５
年
生
）

▽
１
位　

市
川
修
斗（
上
郷
小
）

▽
２
位　

小
笠
原
直（
上
郷
小
）

▽
３
位　

尾
形
徹
也
（
清
水
頭

小
）▽
４
位　

山
市
悠
太（
清

水
頭
小
）▽
５
位　

遠
澤
直
樹

（
田
子
小
）▽
６
位　

大
向
正
洋

（
上
郷
小
）

●
小
学
生
男
子
の
部
（
６
年
生
）

▽
１
位　

釜
淵
裕
寛（
田
子
小
）

▽
２
位　

遠
澤
貴
生
（
清
水
頭

小
）▽
３
位　

二
又
大
夢（
清
水

頭
小
）▽
４
位　

森
崎
祐
司
郎

（
清
水
頭
小
）▽
５
位　

久
保
裕

輝（
上
郷
小
）▽
６
位　

堀
田

大
智
（
田
子
小
）

●
中
学
校
女
子
の
部

▽
１
位　

冨
樫
沙
織
▽
２
位　

川
端
玲
美

●
中
学
校
男
子
の
部

▽
１
位　

中
平
賢
郷
▽
２
位　

腰
巡
光
徳
▽
３
位　

幅
野
悠
介

▽
４
位　

遠
澤
翔
太
▽
５
位　

田
中
穣
▽
６
位　

小
笠
原
翔

●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
女
子
の

部　

▽
１
位　

笠
嶋
美
幸
▽
２

位　

宝
田
真
都
香
▽
３
位　

戸

部
彩
音
▽
４
位　

菊
池
歩
▽
５

位　

中
村
歩
▽
６
位　

久
保
美

桜●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
の

部　

▽
１
位　

村
木
翔
也
▽
２

位　

山
本
晃
輝
▽
３
位　

上
沢

　

講
演
は
、「
〜
イ
チ
ロ
ー
に

学
ぶ
〜　

奥
村
流
！　

個
々
の

能
力
の
引
き
出
し
方
」
を
演
題

に
、
奥
村
さ
ん
が
、
イ
チ
ロ
ー

選
手
の
専
属
打
撃
投
手
を
務
め

た
経
験
や
、
国
内
外
の
監
督
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
、

個
々
の
能
力
の
引
き
出
し
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
は

「
心
技
体
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

自
分
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の

か
を
考
え
な
が
ら
行
動
し
、
練

習
は
、
自
ら
掲
げ
た
目
標
を
ク

リ
ア
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
32
回
田
子
町
学
校
ス
キ

ー
大
会

　

２
月
１
日
、
田
子
町
教
育
委

員
会
、
田
子
町
教
育
振
興
会
が

主
催
す
る
第
32
回
田
子
町
学
校

ス
キ
ー
大
会
が
、
創
遊
村
２
２

９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
で
は
、
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
63
人
が
参
加

し
、
学
年
男
女
別
に
大
回
転
競

技
（
１
本
）
で
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
の
部

で
は
、
33
人
が
出
場
し
、
男
女

別
に
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合

計
タ
イ
ム
）
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
の
２
種
目
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。（入

賞
６
位
ま
で
掲
載
）

●
小
学
校
女
子
の
部
（
４
年
生

以
下
）　

▽
１
位　

幅
野
陽
香

（
田
子
小
４
）▽
２
位　

新
井
田

香
穂（
田
子
小
４
）▽
３
位　

森

崎
祐
加（
清
水
頭
小
４
）
▽
４

位　

山
市
育
美（
清
水
頭
小
３
）

▽
５
位　

吉
田
陽
菜（
田
子
小

１
）▽
６
位　

山
崎
美
佳（
上
郷

小
４
）

●
小
学
校
女
子
の
部
（
５
年
生
）

▽
１
位　

石
井
美
里（
田
子
小
）

▽
２
位　

山
市
百
恵（
清
水
頭

小
）▽
３
位　

澤
口
佳
歩（
上

郷
小
）▽
４
位　

池
田
夏
葵（
田

子
小
）▽
５
位　

川
原
結（
上
郷

選手宣誓する冨樫千春さん

力走するクロスカントリー男子

賞状を手に受賞を喜ぶ荒木田さん
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延
べ
１
４
３
名
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。
ご
家
族
み
な
さ

ん
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間　

３
月
26
日
（
土
）
〜

５
月
29
日
（
日
）

※
上
郷
公
民
館
は
３
月
28
日

（
月
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

▼
内
容　

図
書
館
ま
た
は
上
郷

公
民
館
の
本
を
１
冊
借
り
る
と

台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
し

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
30
個
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
場
で
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
期
間
中
は

何
度
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

「
に
ん
に
く
の
本
」
特
集

　

図
書
館
に
あ
る
本
で
、
に
ん

に
く
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
ま
せ
ん
か
？　

約
50
冊

の
に
ん
に
く
の
本
を
展
示
・
貸

出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
に
ん
に
く
×
と
う
が
ら
し
×

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

図
書
館
と
上
郷
公
民
館
で
は

今
年
も
「
春
の
読
書
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
昨
年
度
は

図
書
館
情
報

楽
し
み
な
が
ら
本
を
読
も
う

　
　
　
　

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
参
加
で
き
ま
す
。
昨
年
度
は本を読んでスタンプを集めよう！

日
、
松
橋
町
長
か
ら
「
勲
記
・

勲
章
（
旭
日
単
光
章
）」
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
（
長
男
の
晴
美

さ
ん
が
受
領
）。
町
長
は
、「
町

議
会
議
員
と
し
て
、
永
き
に
渡

り
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
山

本
さ
ん
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
」
と
し
て
、
故
人
の
功
績
を

讃
え
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

︻
故
山
本
親
一
郎
氏
の
略
歴
︼

　

昭
和
11
年
生
ま
れ
。
田
子
町

議
会
議
員
在
任
３
期
12
年
（
平

成
３
年
初
当
選
）。
田
子
町
議
会

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
農
業
委
員
等
歴
任
。

０
１
０
年
度
の
全
国
高
校
総
合

文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
で
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

立
田
健
人
さ
ん
は
、同
文
化
祭
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
の
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
で
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、
高
木
会
長
が

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
部
長
の

荒
木
田
千
瑛
さ
ん
（
３
年
）
な

ど
受
賞
団
体
の
代
表
者
ら
一
人

一
人
に
表
彰
状
と
盾
を
手
渡
し

ま
し
た
。

第
33
回
田
子
町
文
化
協
会

芸
能
発
表
会

　

２
月
６
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第

33
回
田
子
町
文
化
協
会
芸
能
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、11
団
体
が
参
加
し
、

36
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。
出

演
者
は
演
目
に
合
わ
せ
て
、
色

と
り
ど
り
の
着
物
や
ド
レ
ス
な

ど
あ
で
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま

と
い
、
カ
ラ
オ
ケ
や
手
踊
り
、

民
謡
、
舞
踊
、
相
撲
甚
句
、
詩

吟
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田

子
神
楽
保
存
会
技
芸
部
や
田
子

町
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
保
存
会
に
よ

る
郷
土
芸
能
の
発
表
が
あ
り
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

故
山
本
親
一
郎
氏
（
旭
日

単
光
章
）

　

故
山
本
親
一
郎
さ
ん
（
元
田

子
町
議
会
議
員
）
に
、
２
月
４

11団体が団体が日頃の練習の成果を披露

受領した長男の晴美さん（右）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

水
〜
土	

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

日
曜
日	

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館

☎
20
‐
７
２
２
１

３
月
の
図
書
館
行
事

▼
３
／
９
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
３
／
12
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
」
折
り
紙
作
り

▼
３
／
26
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
ど
う
ぶ
つ
」
の
折
り
紙

作
り
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●
文
化
賞
部
門

▽
文
化
賞
（
団
体
）

田
子
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部

立
田
健
人（
聖
ウ
ル
ス
ラ
高
３
）

工
藤
由
美
（
三
戸
高
３
）

▽
文
化
奨
励
賞
（
団
体
）

田
子
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

▽
児
童
生
徒
文
化
奨
励
賞（
団
体
）

瀬
川
将
輝
・
坂
本
康
太
（
田
子

小
４
）

宇
藤
紳
太
郎
・
野
田
龍
平
・
鳥

井
本
仁
（
田
子
小
４
）

▽
児
童
生
徒
文
化
奨
励
賞（
個
人
）

坂
本
一
真
（
田
子
小
２
）

山
道
一
矛
（
田
子
小
２
）

古
田
海
翔
（
田
子
小
２
）

小
舘
寧
弥
（
田
子
小
２
）

北
村
ひ
な
た
（
田
子
小
３
）

大
下
拓
哉
（
田
子
小
６
）

白
板
歩
（
田
子
小
６
）

釜
渕
裕
寛
（
田
子
小
６
）

尾
形
颯
紀
（
清
水
頭
小
２
）

森
崎
祐
加
（
清
水
頭
小
４
）

山
市
悠
太
（
清
水
頭
小
５
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門

▽
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

中
村
太
一
（
三
農
高
２
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
）

田
子
町
弓
道
協
会

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

芸
能
部
、
立
田
健
人
さ
ん
、
工

藤
由
美
さ
ん
が
、
全
国
大
会
で

の
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
こ

と
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
大
賞
に
中
村
太
一
さ

ん
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
田
子
町
弓

道
協
会
、
畠
山
勝
也
さ
ん
、
腰

巡
公
美
さ
ん
、
西

村
苑
華
さ
ん
、
上

沢
輝
洸
さ
ん
、
中

平
琢
磨
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
賞
の
中
村
太
一

さ
ん
は
、
東
北
高

校
相
撲
選
手
権
大

会
団
体
戦
の
優
勝

メ
ン
バ
ー
、
さ
ら

に
東
北
高
校
相
撲

選
抜
大
会
個
人
戦

百
㎏
未
満
級
で
優

勝
の
成
績
が
評
価

さ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

２
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
22
年
度
田
子
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
今
回
は
文
化
賞
部
門
は
４

団
体
13
個
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
賞

部
門
は
２
団
体
23
個
人
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。文
化
賞
部
門
で
は
、

文
化
賞
に
田
子
高
等
学
校
郷
土

ケ
ン
タ
ロ
ウ

○
に
ん
に
く
と
玉
葱
の
本

○
ニ
ン
ニ
ク
の
絵
本

○
ニ
ン
ニ
ク
の
科
学

○
お
い
し
い
に
ん
に
く
料
理

○
に
ん
に
く
丸
ご
と
ク
ッ
キ
ン

グ

●職業
▽手っ取り早く「手に職」をつける本2011／366テ
●料理
▽飛田和緒のおかずスナップ。／596ヒ
▽いちばんやさしい！いちばんおいしい！ピザ＆
デザートピザ／島本美由紀／596シ
▽ヨーガンレールの社員食堂　野菜でつくる一皿
料理／佐藤雅子／596サ

●時代小説
▽漂砂のうたう／木内昇／913キ
▽居眠り磐音江戸双紙「姥捨ノ郷」／佐伯泰英／
913サ
▽男嫌いの姉と妹／町医北村宗哲／佐藤雅美／
913サ
▽戊辰転々録／中村彰彦／913ナ
▽お順／勝海舟の妹と五人の男／上下巻／諸田玲
子／913モ

●ミステリー
▽許されざる花嫁／赤川次郎／913ア

▽悪の教典／上下巻／貴志祐介／913キ
▽無縁社会からの脱出／西村京太郎／913ニ
▽十津川警部鹿島臨海鉄道殺人ルート／西村京太
郎／913ニ
▽伊良湖岬プラスワンの犯罪／西村京太郎／913ニ
▽灰色の虹／貫井徳郎／913ヌ
▽謎解きはディナーのあとで／東川篤哉／913ヒ
●そのほかの小説
▽きことわ／朝吹真理子／913ア
▽苦役列車／西村賢太／913ニ
▽月と蟹／道尾秀介／913ミ
▽ＰＲＩＤＥ／池袋ウエストゲートパーク10／
石田衣良／913イ
▽ベッドの下のＤＡＮＡ／井上荒野／913イ
▽ふがいない僕は空を見た／窪美澄／913ク
▽聖夜／佐藤多佳子／913サ
▽アンドスタンド・メイビー／上下巻／島本理生
／913シ

●エッセイ
▽３６５２／伊坂幸太郎／914イ
▽身体のいいなり／内澤旬子／914ウ
▽ごきげんタコ手帖／中野翠／914ナ

児童・生徒文化奨励賞受賞者のみなさん
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畠
山
勝
也
（
田
子
高
３
）

腰
巡
公
美
（
田
子
高
３
）

西
村
苑
華
（
田
子
高
１
）

上
沢
輝
洸
（
八
工
大
一
３
）

中
平
琢
磨
（
八
工
大
一
２
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

田
子
小
学
校
相
撲
部

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

鳥
井
本
茉
奈
美
（
田
子
中
３
）

山
市
竜
範
（
田
子
中
２
）

鳥
井
本
聖
奈
（
田
子
中
１
）

上
平
晴
輝
（
田
子
中
１
）

中
平
賢
郷
（
田
子
中
１
）

宇
藤
は
る
か
（
田
子
小
６
）

滝
上
郁
佳
（
田
子
小
６
）

日
澤
真
藍
（
田
子
小
６
）

小
野
寺
智
美
（
田
子
小
６
）

山
市
大
悟
（
田
子
小
６
）

小
原
潤
（
田
子
小
４
）

加
藤
大
晴
（
田
子
小
４
）

谷
内
勝
哉
（
田
子
小
２
）

山
市
百
恵
（
清
水
頭
小
５
）

冨
樫
千
春
（
上
郷
小
６
）

上
平
有
紗
（
上
郷
小
５
）

市
川
修
斗
（
上
郷
小
５
）

スポーツ安全保険　小さな掛金・大きな補償 !!
　スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な
保険です。＊５名以上の団体でご加入ください。
▼対象となる事故
　◎団体活動中の事故
　◎往復中の事故（自動車事故による賠償責任は適用外）
▼保険期間
　毎年４月１日午前０時から翌年３月31日午後12時まで
※年度途中に申込みを行った場合は加入手続きを行った翌日
から３月31日までとなります。
▼掛金　１人年額600円〜9,000円
（団体の活動内容・年齢構成などによって異なります）
※共済見舞金については名称が変更になる場合がございますが、
補償内容等に変更はありません。

問	財団法人スポーツ安全協会青森県支部
〒038-0021青森市安田近野234-7財団法人青森県体育協会内
☎017-782-6984（電話受付時間は平日午前９時〜午後５時）
　※詳しくはホームページをご覧ください。
　http://www.sportsanzen.org

Ｔ
Ｃ
Ｖ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

加
入
者
宅
の
テ
レ
ビ
の
映
り

が
悪
い
、
一
部
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
映
ら
な
い
、
加
入
申
込
・
変

更
・
廃
止
、
ケ
ー
ブ
ル
の
移
設

に
つ
い
て
は
、「
田
子
町
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
子
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
５
５
７
‐
７
５
９

　

ま
た
、
加
入
者
宅
の
テ
レ
ビ

が
映
ら
な
い
な
ど
の
故
障
に
つ

い
て
は
「
田
子
町
故
障
受
付
」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
子
町
故
障
受
付
☎
０
１
２

０
‐
２
６
２
‐
７
５
０

は
ち
の
へ
青
年
倶
楽
部

カ
ダ
リ
ス
タ　

参
加
メ
ン

バ
ー
募
集
！

　

八
戸
圏
域
の
青
年
の
皆
さ

ん
！　

地
域
を
超
え
た
仲
間
と

楽
し
く
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

一
緒
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？　

ご
友
人
と
一

緒
に
、
ま
た
お
一
人
様
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
対
象

　

八
戸
圏
域
（
八
戸
市
、
三
戸

町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、
南
部

町
、
階
上
町
、
新
郷
村
、
お
い

ら
せ
町
）
に
居
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
39
歳
以
下
の
方
（
高
校

生
以
下
は
除
く
）

▼
内
容

　

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
と
、

参
加
者
の
交
流
を
深
め
る
た

め
、
年
間
を
通
じ
て
、
文
化
・

観
光
・
自
然
等
を
テ
ー
マ
に
、

体
験
活
動
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
第
１
回　

３
月
18
日
（
金
）

午
後
７
時
よ
り
八
戸
ポ
ー
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
は
っ
ち
」
に

て
。
定
員
30
名
程
度
。
登
録
の

際
に
合
わ
せ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
（
２
月
末
ま
で
）。

▼
参
加
料

　

登
録
は
無
料
（
各
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
実
費
負
担
あ
り
）

▼
参
加
登
録
方
法

　

登
録
制
で
す
。
登
録
し
た
方

に
は
、
４
月
以
降
行
う
各
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
等
に

て
ご
案
内
し
ま
す
。

○
携
帯
電
話
の
場
合

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る

か
、
ま
た
は
左

記
登
録
用
ア
ド

レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。
登
録
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

登
録
用
ア
ド
レ
スseinen_

to
uro
ku@
city.hachino

he.
aom
ori.jp

○
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
場
合

　

携
帯
電
話
同
様
の
方

法
か
、
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
下

記
の
よ
う
に
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

○
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　

登
録
書
式
を
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
八
戸
市
政
策
推
進
課
☎
０
１

７
８
‐
43
‐
９
２
４
８
FAX
０
１

７
８
‐
47
‐
１
４
８
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スseisaku@

city.hachinohe.aom
ori.jp

平
成
23
年
度
協
会
け
ん
ぽ

青
森
支
部
の
健
康
保
険
料

率
に
つ
い
て

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

お
知
ら
せ



　
9 お知らせ

境
や
家
計
の
状
況
の
中
で
す
が
、

皆
様
の
医
療
を
支
え
る
た
め
、

何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支

部
☎
０
１
７
‐
７
２
１
‐
２
７

１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://kyo

u
kaiken

p
o.o
r.jp
/1
3
.0
.7
3
.

htm
l平

成
22
年　

火
災
と
救
急

・
救
助　

三
戸
消
防
署
管
内

１
．
火
災
の
概
要

　

平
成
22
年
中
に
お
け
る
火
災

発
生
件
数
は
24
件
で
、
前
年
よ

り
４
件
増
加
し
ま
し
た
。
町
別

で
は
、
南
部
町
14
件
（
前
年
比

４
件
増
）、
三
戸
町
９
件
（
同

４
件
増
）、
田
子
町
１
件
（
同

４
件
減
、
表
１
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

火
災
種
別
の
内
訳
は
、
建
物

15
件
（
同
２
件
増
）、
林
野
６

件
（
同
４
件
増
）、
車
両
１
件

（
同
数
）、
そ
の
他
２
件
（
同
２

件
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、
死

者
１
人
（
同
１
人
増
）、
負
傷

者
５
人
（
同
３
人
増
）
で
、
い

ず
れ
も
南
部
町
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

建
物
の
焼
損
棟
数
は
25
棟
で

前
年
よ
り
１
棟
増
加
、
建
物
の

焼
損
面
積（
焼
損
表
面
積
含
む
）

は
１
４
４
９
㎡
で
前
年
よ
り
６

８
０
㎡
増
加
し
ま
し
た
。

　

損
害
額
は
、
５
８
６
２
万
２

千
円
で
前
年
よ
り
４
０
７
８
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

出
火
原
因
（
表
２
）
は
、「
た

ば
こ
」
が
６
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
ス
ト
ー
ブ
」
が
２
件

と
続
い
て
い
ま
す
。

２
．
救
急
の
概
要

　

平
成
22
年
中
に
お
け
る
救
急

出
動
件
数
は
、
前
年
よ
り
２
５

５
件
増
加
し
１
６
２
３
件
、
搬

送
件
数
は
前
年
よ
り
２
６
３
件

け
ん
ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県

内
の
中
小
企
業
等
で
働
く
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
そ
の
ご
家
族
が
加

入
す
る
健
康
保
険
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

当
支
部
の
保
険
料
率
は
、
昨

年
春
に
８
・
21
％
か
ら
９
・
35

％
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
依
然

と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
く
、

ま
た
現
在
の
累
積
債
務
を
着
実

に
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
も
４
月
納
付
分
の

保
険
料
よ
り
９
・
51
％
へ
の
引

き
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

厳
し
い
中
小
企
業
の
経
営
環

納期限・振替日を忘れずに！

税の種類 納期限 振替日
（振替納税の場合）

平成22年分
申告所得税 ３／15（火）４／22（金）

平成22年分
消費税及び地方消費税
（個人事業者）

３／31（木）４／27（水）

納税は便利・安全・確実な振替納税で！！
◎手続きは簡単です
　金融機関や税務署に備え付けの「預貯金口座振
替依頼書」に記入・押印の上、提出してくださ
い。
　一度提出していただくと、継続してご利用いた
だけます。
※振替納税を利用している方は、事前に預貯金残
高の確認をお願いします。

問八戸税務署総務係	☎０１７８−４３−０１４１

（表１）火災発生状況（田子町分）

区
分

年
別

出
火
件
数

火種別 焼
損
棟
数

り
災
世
帯

り
災
人
員

死　

者

負
傷
者

建物
焼損
面積㎡

建物
焼損表
面積㎡

林野焼
損面積
a

損害額
（千円）建

物
林
野
車
両
そ
の
他

22年 1 1 1 3

21年 5 3 1 1 3 1 5 58 4 1,826

（表２）管内の出火原因
順位 平成22年 件数 順位 平成21年 件数
1 たばこ 6 1 たばこ 3
2 ストーブ 2 ガステーブル 3
3 風呂かまど 1 2 ストーブ 2
こんろ 1 電気配線 2
取灰 1 放火の疑い 2
火入れ 1 枯れ草焼き 2
マッチ・ライター 1 3 火遊び 1
排気管 1 放火 1
灯火 1 燃えさし 1

※その他 8
不明 1 不明 3

合　　　計 24 合　　　計 20

※
「
そ
の
他
」
は
、
出
火
原
因

区
分
に
分
類
不
能
な
も
の

平
成
22
年
中
に
「
田
子
町
」
に
対
し
て
寄
附
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
を
さ
れ
た
方
（
田
子
町
外
在
住
者
、
敬
称
略
）

◎
稲
垣　

隆
▽
東
京
都

◎
日
向
長
太
郎
（
新
田
）
▽
埼
玉
県
久
喜
市
◇
四
万
円

◎
向
井
靖
雄
（
向
山
）
▽
東
京
都
立
川
市
◇
五
万
円

◎
久
保
玄
次
（
南
風
張
）
▽
愛
媛
県
松
山
市

◎
柴
田
徳
一
（
関
）
▽
青
森
県
三
戸
町

◎
近
田
雄
一
（
出
身
外
）
▽
青
森
県
八
戸
市
◇
五
万
円

　

※
五
十
音
順
◎
氏
名
（
出
身
集
落
）
▽
住
所
◇
寄
附
金
額

問
役
場
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
２
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セピア色の風景

お知らせ・情報スクランブル

　
「
広
報
た
っ
こ
」
で
は
、「
私
の
好
き
な
風
景
写
真
」「
セ
ピ
ア

色
の
風
景
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
内
広
報
係
☎
20
‐
７
２
２
９

１
件
（
８
・
７
％
）、
交
通
事

故
71
件
（
４
・
４
％
）
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
件
数

（
表
４
）
は
三
戸
町
21
件
、
南

部
町
16
件
、
田
子
町
21
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

３
．
救
助
の
概
要

　

平
成
22
年
中
に
お
け
る
救
助

出
動
件
数
は
14
件
で
、
前
年
よ

り
１
件
増
加
し
、
救
助
人
員
は

７
人
で
２
名
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
別
で
は
、三
戸
町
が
４
件
、

南
部
町
が
８
件
、
田
子
町
（
表

５
）
が
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

救
助
人
員
は
三
戸
町
１
名
、
南

部
町
５
名
、
田
子
町
１
名
で
し

た
。

　

事
故
種
別
で
は
、
交
通
が
10

件
、
機
械
、
火
災
、
建
物
、
そ

の
他
が
各
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

増
加
し
１
５
４
８
件
、
搬
送
人

員
は
前
年
よ
り
２
５
６
人
増
加

し
１
５
６
１
人
で
し
た
。

　

こ
れ
は
月
平
均
１
３
５
・
３

件
で
、
１
日
あ
た
り
４
・
４
件

出
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数

で
最
も
多
い
の
は
、
急
病
の
１

０
４
９
件
（
64
・
６
％
）、
次

い
で
転
院
搬
送
３
２
４
件

（
20
・
０
％
）、
一
般
負
傷
１
４

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

昭和53年３月21日に行われた春
祈祷の様子。春の足音が近づい
てきます。

昭
和
53
年春祈

祷　

（表３）管内救急出場状況（田子町分）

事故　
種別						

年　別

火　

災

自
然
災
害

水　

難

交　

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加　

害

自
損
行
為

急　

病

そ　の　他
合　

計
転院
搬送

医師
搬送

資材
搬送

その
他

出場
件数

22年 6	 1	 	 24	 	 	 151	105	 	 287	

21年 6	 1	 1	14	 1	 5	130	 61	 2	 221	

搬送
件数

22年 6	 1	 	 24	 	 	 143	105	 279	

21年 5	 1	 1	14	 1	 4	123	 61	 210	

搬送
人員

22年 6	 1	 	 24	 	 	 143	105	 279	

21年 5	 1	 1	15	 1	 3	124	 61	 211	

（表５）管内救助事故出動状況（田子町分）

年別　　　
種別 交通

事故
水難
事故

自然
災害

機械に
よる
事故

建物等
による
事故

ガス及
び酸欠
事故

火災 その他 計

22年
出動件数 1 1 2

救助人員 1 1

21年
出動件数 1 1

救助人員 0

（表４）ドクターヘリ出動状況

交通 労災 一負 自損 急病 転院 合計

三戸町 4 1 3 1 12 21

南部町 2 4 8 2 16

田子町 1 7 8 5 21

合　計 7 1 14 1 16 19 58



　
11

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・

　

事
故
に
注
意
！

　

空
気
が
乾
燥
し
寒
い
日
が
続

く
こ
の
時
季
、
何
か
と
自
宅
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
暖

房
器
具
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
」
に
よ
る
火
災
や
、
急
激

な
気
温
変
化
に
よ
る
体
調
不
調
、

不
慮
の
事
故
等
を
防
ぐ
た
め
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

る
際
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行

い
、
お
出
か
け
前
に
は
火
の
も

と
を
点
検
す
る
。

○
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
の
で
、

転
倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

○
屋
根
か
ら
雪
や
、
氷
柱
が
落

ち
て
く
る
の
で
、
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
。

○
時
々
換
気
し
て
、
部
屋
の
空

気
を
入
れ
替
え
る
。

○
朝
起
き
て
布
団
か
ら
出
る
時

や
、
ト
イ
レ
等
、
急
激
な
気
温

変
化
で
心
筋
梗
塞
等
が
起
こ
り

や
す
い
の
で
注
意
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

　

冬
に
こ
の
地
方
に
渡
っ
て
く
る
。

「
頭
高
」
の
名
の
と
お
り
、
頭
の
毛

を
立
て
る
。
大
き
さ
は
ス
ズ
メ
ぐ
ら

い
。
写
真
は
後
ろ
を
向
い
て
い
る
の

で
分
か
ら
な
い
が
、
腹
は
白
い
。

（
撮
影
地　

田
子
町
和
平
高
原
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
カ
シ
ラ
ダ
カ
」

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

　

に
注
意
し
よ
う

◎
冬
期
間
の
交
通
事
故
（
平
成

22
年
１
月
〜
３
月
）

　

田
子
・
上
郷
駐
在
所
管
内
で

は
、
人
身
事
故
は
２
件
・
３
名

の
傷
者
１
名
が
死
亡
。
物
損
事

故
は
22
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
約
35
％
は
追
突

事
故
が
占
め
て
い
ま
す
。

☆
冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト

▽
降
雪
、
吹
雪
に
よ
り
視
界
が

不
良
な
と
き
は
、
昼
間
で
も
ラ

イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
自
分
で
見
る
」「
相
手
に
見
せ

る
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▽
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
通
過
で

雪
煙
が
発
生
し
、
突
然
、
視
界

が
奪
わ
れ
た
時
は
、
急
ブ
レ
ー

キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
避
け
、
ア

ク
セ
ル
を
緩
め
る
だ
け
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と

り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
２
倍
の
車
間
距
離

　

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
３
分
早
め
の
出
発

　

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
、
余
裕
を
も
っ
て
早

め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

餅
焦
が
す
夫
に
少
し
の
初
し
ご
と 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

秀
峰
の
い
つ
も
厳
か
新
暦 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

杉
山
の
飛か

す

り白
羽
織
り
し
初
景
色 

森
き
よ
し
（
清
）

太
陽
は
い
つ
も
新
鮮
初
景
色 

田
畑
幸
栄

老
ゆ
る
と
も
心
と
き
め
く
年
賀
状 

堀
　
つ
や
子

初
げ
し
き
大
地
が
白
き
雲
を
吐
く 

山
本
一
枝
子

着
ぶ
く
れ
て
病
院
通
ひ
バ
ス
を
待
つ 

柳
　
青
郷
（
政
司
）

生
き
い
き
と
太
字
の
我
名
賀
状
来
る 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

里
山
に
風
の
一
芸
初
景
色 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

瞬
か
ぬ
冬
星
一
つ
せ
い
じ
逝
く 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

●
結
社
名
に
つ
い
て

「
俳
句
会
」
を
取
り
除
き
、
本
来
の
結
社
名
「
み
ろ
く

吟
社
」
と
し
て
今
後
統
一
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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●
わ
る
い
鬼
を
は
ら
っ
た
ぞ
！

　

２
月
３
日
は
節
分
で
す
。
園

で
は
２
日
に
豆
ま
き
を
し
ま
し

た
。

　

お
面
と
三
方
は
、
年
齢
に
合

わ
せ
て
各
ク
ラ
ス
で
工
夫
を
こ

ら
し
て
製
作
し
、
毎
年
節
分
に

は
日
本
の
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
承

的
な
行
事
を
体

験
さ
せ
伝
え
て

い
ま
す
。
節
分

の
主
役
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も

鬼
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す

が
、
豆
ま
き
で

追
い
出
す
鬼
は

「
冬
の
病
気
や
疫

病
」
で
あ
る
よ

う
に
自
分
の
体

に
入
っ
て
い
る

目
に
見
え
な
い

「
鬼
」・「
穏
」
は

ど
ん
な
物
が
あ

る
の
か
あ
げ
て

み
る
と
、
子
ど

も
た
ち
な
り
に

「
泣
き
虫
鬼
」、

「
弱
虫
鬼
」、「
病

気
鬼
」、「
お
こ

り
ん
ぼ
鬼
」、「
嘘
つ
き
鬼
」
な

ど
あ
が
り
ま
し
た
。
次
に
年
男

に
年
長
組
の
男
児
５
名
と
園
長

先
生
が
裃
と
袴
姿
で
、
大
声
で

「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
豆
ま

き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き

な
鬼
の
登
場
で
び
っ
く
り
し
な

が
ら
も
、
元
気
に
豆
を
ぶ
っ
つ

け
て
追
い
払
っ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
鬼
と

「
よ
い
こ
に
な
り

ま
す
」「
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う

に
、
う
が
い
や
手

洗
い
を
し
っ
か
り

や
り
ま
す
」
な
ど

ひ
と
り
ひ
と
り
お

約
束
を
し
て
大
鬼

は
山
へ
帰
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
節
分
の
３

日
に
は
、
園
か
ら

持
ち
帰
っ
た
自
作

の
お
面
と
三
方
で

お
家
で
も
豆
ま
き

を
し
て
伝
承
行
事

に
関
心
を
持
た
せ

た
い
と
思
い
ま

す
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
幼
稚
園

誕生

●佐藤継
けいしん

心（寛之・恵子）／サンモール

●上平羚
れおん

央（貴之・里奈）／茂市
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●松橋愛里（七日市）
　野方あゆみ（袖平）

お悔やみ
●野中時治（92歳）水亦
●中村新次郎（85歳）中本町
●和野ヤスミ（93歳）道前
●三田勇吉（77歳）飯豊
●中村國男（60歳）雀ヶ平
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2270（−１）
人口／6670（−20）
男／3213（−９）
女／3457（−11）

（　）内は前月比です

3月の主な保健・介護予防事業予定表
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●平成23年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（±０）

１人
（−2）

０人
（−２）

０人
（±０）

０人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成23年１月31日現在

	 １月中	 １月末累計

５９３件
（＋２８）

１人
（−3）

７４０人
（＋４１）

発
生

死
者

傷
者

●3月2日（水）
　２歳半歯科検診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　個別接種（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●3月3日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　減塩教室（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●3月4日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　おやつの教室（せせらぎの郷）午後2:00〜3:30
●3月7日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月9日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　個別接種（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●3月10日（木）
　肝臓を元気にする教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●3月11日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月14日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月15日（火）
　ベテラン健康教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●3月16日（水）

　個別接種（せせらぎの郷）
　午前9:30〜10:00、午後0:30〜1:00
●3月17日（木）
　血糖値を上げない教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　体が軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●3月18日（金）
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月23日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●3月24日（木）
　減塩教室（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
　体が軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●3月25日（金）
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月29日（火）
　献血（せせらぎの郷）
　午前10:00〜午後0:30、午後1:30〜4:00
●3月30日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●3月31日（木）
　体が軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00


